
2006 年小児科学教室業績 
（1月～12月） 

 

 教授  吉川徳茂 

 助教授 鈴木啓之，樋口隆造（周産期部） 

 講師  武内 崇，南 弘一，中西浩一，奥谷貴弘（周産期部） 

 助手  神波信次，渋田昌一，田村 彰，熊谷 健，島 友子，杉本卓也 

 

研究概要 

＜腎グループ＞IgA 腎症およびネフローゼ症候群の治療法を確立するための全国多施設による臨床治療研究

（厚生労働省科学研究，小児IgA腎症治療研究会，小児難治性腎疾患治療研究会）を進め，成果をあげている。

IgA腎症，紫斑病性腎炎，ネフローゼ症候群，Alport症候群，多発性嚢胞腎等の分子生物学的・形態学的手法

を用いた病態解析を行っている。 

＜循環器グループ＞先天性心疾患の循環動態の診断に，非観血的検査である核磁気共鳴画像・位相画像法の有

用性を確立した。川崎病の研究では，溶連菌外毒素の一つであるSPECがスーパー抗原として関与していること

をつきとめ，スーパー抗原によるポリクローナルなT細胞活性化から血管平滑筋に対する自己抗体（IgA・IgM

画像）の産性が誘導され，これが発症に関与していることを発見し，その同定を急いでいる。また，PAF アセ

チルハイドラーゼ遺伝子多型と川崎病の重症度の相関を報告した。 

＜神経グループ＞誘発電位（ABR,VEP,SEP）を使用し，神経疾患の客観的評価の研究やビデオ・脳波システム，

長時間脳波記録装置の導入により，発作性疾患（てんかん）の臨床的特徴を検討している。また，急性脳炎・

脳症の病態生理の臨床的，基礎的研究に取り組んでいる。基礎的研究として代謝異常，筋疾患の遺伝子解析の

共同研究を行っている。被虐待児の県でのサーベイランスを実施し，その中心的施設として健康対策課・児童

相談所との連携治療・予防のセンター的役割を担っている。心身症の臨床と研究に取り組んでいる。 

＜血液腫瘍グループ＞血液悪性腫瘍グループでは，急性白血病，神経芽腫などの小児がんに関するグループス

タディに参加し，治療研究を行っている。また，造血幹細胞移植を併用した大量化学療法，細胞療法に取り組

んでいる。小児がん発生とがん抑制遺伝子の遺伝子多型との関係，血球貧食症候群におけるPerforin遺伝子解

析・CTLA-4遺伝子多型の解析を行っている。 

＜未熟児・新生児グループ＞新生児人工換気療法は換気に伴う圧ないし量によって生じる慢性肺疾患をいかに

軽減するかが最も重要な課題となっている。その目的に添う換気方法として高頻度人工換気，patient 

triggered ventilationに取り組んでいる。また，気管支肺異形成症におけるレニン-アンジオテンシンの関与

を胎児肺線維芽細胞に対する伸展刺激により検討している。新生児遷延性肺高血圧は肺低形成を伴う場合は治

療困難であるが，胎便吸引症候群や一過性多呼吸症候群には一酸化窒素吸入療法が奏功する場合も多く，当院

NICUでは早期より一酸化窒素吸入療法を導入し，効果をあげている。 

＜遺伝子染色体グループ＞先天性異常疾患の診断，患者家族への支援（遺伝相談・療育・カウンセリング）を

主目的としている。尚，各種遺伝性疾患のDNA等の材料維持保管のためEBVによる患者細胞の樹立，線維芽細

胞の保存，ダウン症の医学管理及び重症度判定を行っている。 
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